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きらめき大洲 21- No.5 0 2 

肱川の恵み⑨ 〔いもたき〕
江戸時代から受けつがれる伝統の味いもたき。大洲地方の素朴な風習であったこのいもたきを、市外の

人にも楽しんでもらおうと昭和41年、観光事業としてのいもたきが始まりました。涼しい川|風のわたる河

原で、力ジ力の美しい歌声と肱川のせせらぎを聞きながら楽しむ大洲のいもたきは、秋の風物詩となって

います。晩夏から中軟にかけて、如法寺河原には提灯の明かりのもと、鍋を囲む人たちの笑い声が響きま

す。肱川|が運び入れた肥沃な土壌に育まれた大洲の夏いもの特徴は、舌の上でとろけるようなやわらかさ

に炊き上がることで、形・色-味三拍子の揃った夏いもは一度食べたら忘れられないと好評です。

今月号のみどころ

0みんなで支える長寿のよろこび… P2 

0市の財政事情をお知らせします

..p 4 ~ 5 

0フリースクール長期継続へ・ H ・H ・..p6 

0観光いも園がオープンします…… P6 

0国民健康保険からのお知らせ……P6 

09月10日は全国下水道促進デー… P7 

今月の納税は I r 市民の動き
平成 9年7月31日現在

人口 39，201人 ( +29) 

国民健康保険税2期II 男 18.7臥 ( +20) 

女 20，483人(+9) 

世帯数 14，021世帯 (+ 17) 

納期は 9月30日です J I面 積 240.99平方キロメートル



議議経緯訟鋭機必峰斡講義必峰訟繰機起韓議講義

明 M 目lS周15日・老人保健福櫨週間

平成 9年 7月末日現在、大洲市内に住む90歳以上の高齢者の数は238

人(うち男性60人、女性178人)で、昨年より24人増えています。また、

市内の老齢人口比率(人口の中で65歳以上の人の占める割合)は、約

20.7%に達しています。

大洲市では、急速に進む高齢化を見据え、高齢者の皆さんが心身とも

に健やかな毎日を送れるよう、健康づくりや生きがい対策に取り組む一

方、在宅福祉サービスや老人福祉施設の整備に努めています。
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9月号広報ああず '97

平成 8年 4月 1日

~平成 9年 3月31日
平成 8年度

市の財政事情を
大
洲
市
長

桝

田

お知らせします

輿一般会計予算執行状況

171億7，850万円171億7，850万円仁コ 予算額

慶喜習執行額

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
八
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

658万円

19億9，355万円
19億1，664万円

19億4，282万円
19億 914万円

159億

35億2，094万円

166億6，879万円

18億6，297万円

16億2，537万円

59億1，297万円

18億7，818万円

18億 920万円

10億7，661万円

8億7，078万円

14億2，962万円

14億 595万円

13億3，514万円

11億8，770万円

8億4，255万円

8億4，256万円

4億1，742万円

4億6，854万円

832万円
518万円

4億
4億

974万円
452万円

4億
4億

6億1，180万円

4億9，381万円

8億7，334万円

9億2，966万円

40fi意円30 20 10 。。10 20 30 40 50 60 
億円

市税と市民負担の状況

4 

項
市 民 税 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

..0.. 
Eヨ

制 !:陸壁長 盆目
『 11Fl 計

金 額 17億4，395万円 15億3，668万円 1億7，349万円 5，749万円 35億1，161万円

1世帯当たり 126，290円 111，280円 12，563円 4，163円 254，296円

1人当たり 44，776円 39.454円 4.454円 1.476円 90，160円

構成比 49.7% 43.8% 4.9% 1.6% 100.0% 
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広報ああず '97 9月号

(公債費の状況)

区分 借入先 件数 現在高 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 125 72億2，872万円 523，479円 185，599円

般 郵政省 53 25億9，150万円 187，668円 66，537円
ムA、 その他 108 55億3，048万円 400，498円 141，997円
計 小計 286 153億5，070万円 1，111，645円 394，133円

特 大蔵省 32 30億7，574万円 222，734円 78，970円

5JU 郵政省 42 15億8，599万円 114，852円 40，721円
~ 、 その他 18 11億5，818万円 83，872円 29，737円
計 小計 92 58億1，991万円 421，458円 149，428円
Z口』 計 378 211億7，061万円 1，533，103円 543，561円

(市有財産の状況)

種別 面 積 等 金 額
宅，_L・ 地 560，407m' 36億4，274万円

山 林 2，830，251m' 5，296万円

田 点目 119，782m' l億9，229万円

雑種地 120，363m' 8億9，300万円

建 物 204，407m' 207億1，270万円

立 木 61.542m3 3億3，529万円

財 政 調 整 基 豆6.. 8億6，089万円

国民健康保険財政調整基金 4億1，774万円

土 地 開 発 基 五人¥ 6億2，273万円

その 他特 定目 的基金 12億7，367万円

出 資 金 4億9，781万円
ム口、 計 36億7，284万円

特別会計
国民健康保険 国保診療所

魯 間の状況

予算現額 29億4，624万円 2，648万円

収入済 額 31億1，464万円 2，132万円

支出済 額 28億2，358万円 2，365万円

差 ヲ| 2億9，106万円 ム 233万円

(一般会計性質別予算執行状況)
自平成8年 4月1日

至 平成9年 3月31日

補助費等

20億3，407万円

(12.8% ) 

普通建設事業費

46億3，157万円

(29.1 %) 

(事業会計の状況)

総収益 総費用 当期純利益

工業用水道 724万円 567万円 157万円

水 道 6億 988万円 5億5，444万円 5，544万円

国民宿舎 9，549万円 9，638万円 ム 89万円

病 院 29億3，665万円 27億5，480万円 1億8，185万円

老 人 保健 公共下水道事業 交通傷害保障

語醤議 轟事 場.
38億4，765万円 10億5，872万円 947万円

37億8，188万円 9億3，766万円 981万円

38億4，624万円 8億1，774万円 890万円|

ム 6，436万円 1億1，992万円 91万円 J

土地取得造成 住宅新築資金 簡易水道 震業集落排水 駐車場事業

働
等貸付事業

t ゆ4 回過時¥
699万円 1億1，780万円 2億1，132万円 2，878万円 4，429万円

641万円 6，049万円 2億 897万円 2，652万円 4，295万円

641万円 1億1，770万円 2億 499万円 2，652万円 4，295万円

0万円 ム 5，721万円 398万円 0万円 0万円
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lフリースクール長期継続ヘl

七月十五日に国立大洲青年の家と

「登校拒否(不登校)児童生徒対応事業に関する

覚書Jを交わしました。

大洲市は、

青
年
の
家
で
は
、
今
年
一
月
、
不

登
校
の
子
ど
も
の
自
立
を
目
指
し
て

市
教
委
と
「
お
お
ず
ふ
れ
愛
ス
ク
ー

ル
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
、
十

八
人
の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち
一
人
は
、
ほ
ぼ
学
校

に
復
帰
、
四
人
は
部
分
的
に
登
校
し

始
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
覚
書
は
、
本
事
業
を
長
期
・

発
展
的
に
継
続
す
る
た
め
に
交
わ
さ

れ
た
も
の
で
、
今
日
的
な
課
題
で
あ

る
「
心
の
教
育
」
に
つ
い
て
大
洲
市

と
社
会
教
育
施
設
(
国
立
大
洲
青
年

の
家
)
が
相
互
協
力
し
、
児
童
生
徒

の
健
全
育
成
の
た
め
の
課
題
と
方
策

の
検
討
や
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た

大洲市と国立大洲青年の家との登校拒否(不登校)

児童生徒対応事業に関する覚書ー抜粋ー

1 両者は、国及び地方公共団体の関係諸法令の定める範囲において、「大洲

市及びその近隣地域における児童生徒の健全育成事業推進協議会(平成日年日

月12日設置)Jの設置の趣旨を尊重し、その事業推進のため努めるものとする。

め
の
体
験
活
動
の
機
会
の
提
供
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
、

青
年
の
家
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、

立
会
人
と
し
て
関
係
者
約
二
十
五
人

が
出
席
し
、
桝
田
大
洲
市
長
と
樋
口

青
年
の
家
所
長
が
、
署
名
、
押
印
し

た
覚
書
を
交
換
し
ま
し
た
。

青
年
の
家
で
は
今
後
、
他
県
を
含

む
児
童
・
生
徒

・
高
校
生
の
受
け
入

れ
や
心
の
教
育
全
般
や
子
ど
も
の
理

科
離
れ
の
問
題
な
ど
も
、
検
討
し
て

い
く
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
調
印
後
「
お
お
ず
ふ
れ
愛

ス
ク
ー
ル
』
の
開
校
記
念
と
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

ク
ス
ノ
キ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

[協議会設置の趣旨}

知育中心の教育から、「豊かな心」と「たくましく生きる力」の育成を目指

す教育を推進するためには、これまで学校任せの傾向のあった教育よの諸問

題について、家庭ー学校 ・地域社会が連携を密にし、相互補完しつつ、一体

となって取り組む必要がある。家庭や地域社会が、教育の場として十分な機

能を発揮することなしに、子どもの健やかな成長はあり得ない。「生きる力」

は家庭学校 ・地域社会の連携ととれらにおける教育がバランスよく行われ

る中で豊かに育っていくものである。

特に、「生きる力jを育むためには、子どもたちの直接体験が不足している

現状を考え、子どもたちに生活体験や自然体験などの体験活動の機会を豊か

にすることが極めて重要である。

このような視座から、国立大洲青年の家は、地域社会における教育の具体

的な充実方策として、大洲市フラワーパーク事業と連動して、農作業体験、

野外活動や環境保護活動芯ど、子どもたちに豊かな自然に触れさせ、自然に

対する理解や愛情を育てる生活体験ー自然体験活動の場の提供が不可欠であ

ると考える。

地域住民の二一ズに応える社会教育施設として、より魅力ある施設に生ま

れ変わるために、学社融合の視点から、不登校児童生徒対応事業や学校週 5

日制対応事業等を展開するため、大洲市教育委員会教育長をはじめ地域の教

育関係者等をもって構成する推進協議会を設置し、児童生徒の健全育成の課

題と方策を検討する。
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観
光
い
色
園
A
W
オ

B-r，
防
九
月
二
十
七
日
出

澄
ん
だ
空
み
の
り
の
大
地
家
族
や
友
達
と
に
ぎ
や
か
に

楽
し
む
観
光
農
園
の
一
日
と
れ
た
て
の
お
い
し
い
秋

収
穫
の
よ
ろ
こ
び
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

{
主
催
}

松
久
保
野
菜
組
合
(
村
越
忠
雄
組

合
長
)
宮
@
1
1
8
1

一
場
所
}

大
洲
市
上
須
戒
松
久
保
団
地

{
開
園
}

九
月
二
十
七
日
出
か
ら
十
月
下
旬

(
土
・
日
・
祝
日
)

区
画
が
完
売
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

{
料
金
}

一
区
画
千
百
円

※
団
体
で
予
約
の
場
合
は
、
平
日
で

も
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
の
即
売
も
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

最
近
、
社
会
保
険
が
切
れ
て
い

る
の
に
、
国
保
へ
の
加
入
手
続
き
を

し
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
ば

ら
く
(
十
四
日
以
上
)
た
っ
て
か
ら

加
入
手
続
き
を
行

っ
た
場
合
、
社
会

保
険
が
切
れ
た
日
か
ら
国
保
加
入
手

続
き
を
し
た
日
ま
で
の
聞
の
保
険
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
療

費
全
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
保

険
税
は
国
保
加
入
者
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
社
会
保
険
の
切
れ
た
日
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
社
会
保

険
が
切
れ
た
ら
す
ぐ
に
国
保
へ
の
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
、
国
保
の
喪
失
手
続
き
を
し

な
い
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
受
診
し

た
際
、
間
違
っ
て
国
民
健
康
保
険
証

を
提
示
す
る
と
、
後
々
医
療
機
関
に

大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
社
会
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
市
役
所
で
国
保

の
喪
失
手
続
き
を
行
い
、
受
診
す
る

医
療
機
関
で
は
社
会
保
険
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
、
正
し
い
保
険
証
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
改
め
て
ご
自
分
の
保

険
証
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
保
険
環
境
課
国
保
係
ま

で
。
宮
@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
5
)
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自
分
の
家
族
や
職
場
の
同
僚
が
急

に
日
の
前
で
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た

は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、

救
急
車
を
呼
ぶ
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
「
動
か
し
た
ら
い
け
な
い
の

で
は
・
:
」
「
触
れ
て
は
い
け
な
い
の

で
は
:
・
」
と
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る

水
害
防
止
の
た
め
の

ポ
ン
プ
場
を
建
設

公
共
下
水
道
地
区
内
の
浸
水
被
害

の
解
消
を
図
る
た
め
に
、
雨
水
を
強

制
排
水
す
る
施
設
「
雨
水
ポ
ン
プ
場
」

を
八
尾
、
中
島
地
区
に
建
設
中
で
、

平
成
十
一
年
に
供
用
開
始
予
定
で
す
。

公
共
下
水
へ
の
接
続
の
お
願
い

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川

の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
基
幹
的

な
施
設
で
す
。
肱
南
処
理
区
域
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
一
日
も
早
く
汚
水

を
公
共
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
「
排

水
設
備
」
を
つ
く
り
、
清
潔
で
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず
市
が
指
定
し
た
工
事
庖
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
補
助
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
環
境
保
全
に
大
き

な
効
果
の
あ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
平
成
十
年
度
に
住
宅
の

新
築
・
増
改
築
等
を
計
画
さ
れ
て
い

る
人
は
、
こ
の
補
助
制
度
を
ご
利
用

吸
」
や
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
、
大

出
血
時
の
止
血
法
、
対
象
者
に
よ
っ

て
は
小
児
・
乳
児
に
対
す
る
「
人
工

呼
吸
」
や
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
が

学
べ
ま
す
。
(
毎
月
一
固
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
)

{
上
級
救
命
講
習
}

八
時
間
の
講
習
で
、
普
通
救
命
講

習
に
お
け
る
内
容
に
加
え
て
、
大
人

か
ら
乳
幼
児
ま
で
の
救
命
手
当
や
大

出
血
時
の
止
血
法
、
ケ
ガ
(
骨
折
・

外
傷
・
ヤ
ケ
ド
)
を
し
た
時
の
応
急

手
当
、
搬
送
法
な
ど
が
学
べ
ま
す
。

※
講
習
を
終
了
さ
れ
た
方
に
は
、
終

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
講

習
会
や
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と
は
、

お
気
軽
に
大
洲
消
防
署
消
防
課
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
6
6
5
(
内
線

6
5
4
)

や
事
引

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
採
択
件
数
に

は
限
度
が
あ
り
ま
す
。

{
補
助
限
度
額
}

V
五

人

槽

四

十

一

万

二

千

円

V
六
j
七
人
槽
六
十
一
万
六
千
円

V
八
i
十
人
槽
九
十
万
円

【
申
し
込
み
時
の
準
備
物
】

新
築
・
増
改
築
等
の
具
体
的
な
計

画
(
建
築
場
所
・
建
築
時
期
・
面
積

な
ど
)
を
示
せ
る
資
料

{
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
区
}

.
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

肱
南
地
区

-
農
業
集
落
排
水
の
該
当
地
区
と
な

る
八
多
喜
地
区
の
一
部

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
役
所
下
水
道
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
5
2・
2
5
5
)

( 老
齢
基
礎
年
盆
の

繰
り
よ
げ
請
求
以
よ
く
考
え
て

国
民
年
金
の
う
ち
、
老
齢
基
礎
年
金
を
す
。

受
給
す
る
年
齢
は
六
十
五
歳
で
す
。
し
か

V
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入

し
、
繰
り
上
げ
支
給
制
度
が
あ
り
、
希
望
期
聞
が
あ
る
人
に
、
六
十
歳
か
ら
支
給

者
は
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
閲
さ
れ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

に
年
齢
を
繰
り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
ま
た
は
退
職
共
済
年
金
は
、
繰
り
上
げ

で
き
ま
す
。
普
通
よ
り
早
く
年
金
を
受
け
請
求
し
た
と
き
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
年
金
を
受
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

け
る
年
齢
に
よ
っ
て
年
金
額
が
減
額
さ

V
遺
族
厚
生
年
金
ま
た
は
遺
族
共
済
年

れ

ま

す

。

金

を

受

け

て

い

る

人

が

、

老

齢

基

礎

年

例
え
ば
、
六
十
歳
で
受
け
取
り
を
開
始
金
の
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、
六

す
れ
ば
、
六
十
五
歳
で
受
け
取
る
場
合
の
十
五
歳
ま
で
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

五
十
八
%
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。
表
の
す
。

と
お
り
、
老
齢
基
礎
年
金
は
繰
り
上
げ
支

V
第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
に

給
を
希
望
す
る
と
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
は
、
老
齢
基
礎
年
金
は
支
給
が
停
止
さ

そ
の
割
合
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
れ
ま
す
。

他
に
も
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
を
し

V
国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
で
き
な
く

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

な

り

ま

す

o

v
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
後
に
、
障
害
に
※
あ
な
た
の
老
後
を
支
え
る
大
切
な
年

な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
金
で
す
。
よ
く
考
え
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
で
ご

V
寡
婦
年
金
は
、
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
相
談
く
だ
さ
い
。

と
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
宮
@
2
1
1
1
(内
線

1
1
1
)

繰り上げ請求したときの年齢 支給率

6 0歳 58% 

6 1歳 65% 

6 2歳 72% 

6 3歳 80% 

6 4歳 89% 

7 
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大
白洲

岩署
成.L，.元
子2を

三雪
景で

あ
る
研
修
会
で
桝
田
市
長
が
、

「
大
洲
市
の
展
望
」
と
題
し
て
講
演

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
大
洲

城
の
復
元
」
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
幾
度
か
住
民

の
間
で
天
守
閣
の
復
元
の
話
を
聞
い

て
は
い
ま
し
た
。

私
は
、
鉄
筋
で
お
城
を
建
て
る
こ

と
に
は
反
対
で
し
た
。
鉄
筋
に
よ
る

も
の
は
、
今
治
に
立
派
な
お
城
が
再

建
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
さ
ら
大
洲
に

ち
っ
ぽ
け
な
お
城
を
建
て
て
も
:
:
:
。

そ
ん
な
気
持
ち
を
私
は
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
市
長
は
「
木
造
で
復
元
す

る
日
本
で
も
数
少
な
い
四
層
四
階
の

天
守
閣
に
な
る
」
と
話
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
れ
に
は
私
も
大
賛
成
で
し
た
。

肱
南
地
区
の
文
化
的
な
ま
ち
尋
つ
く

り
を
考
え
る
と
き
、
高
速
道
路
に
よ

り
大
洲
の
町
が
素
通
り
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
肱
川
沿
い
に
整
備
さ
れ

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
+
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係

8
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
2
)

号13 第

た
道
、
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
、
臥
龍
山

荘
、
そ
し
て
肱
川
の
流
れ
に
そ
び
え

建
つ
大
洲
城
天
守
閣
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

あ
る
日
の
夕
食
時
『
私
、
お
城
を

建
て
る
よ
」
と
の
話
に
、
主
人
は
ば

か
に
し
た
よ
う
な
顔
で
『
な
に
城
を

建
て
る
、
プ
ラ
モ
デ
ル
で
?
」
、
す

か
さ
ず
私
、
「
何
を
言
っ
て
い
る
の
、

私
は
大
洲
城
を
建
て
る
の
よ
!
」
と

宣
言
し
ま
し
た
。

私
た
ち
女
性
の
手
で
よ
ろ
こ
び
と

誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
!
と

大
き
な
夢
を
抱
い
て
「
句
を
愛
す
る

会
」
を
発
足
し
て
十
五
年
に
な
り
ま

h
F

い
も
た
き
初
煮
会
場
で
来
場
者
に
鍋

を
ふ
る
ま
う
白
石
さ
ん
。
旬
を
愛
す
る

会
は
、
初
煮
会
を
は
じ
め
大
洲
の
ま
ち

づ
く
り
に
多
大
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

し
た
。
今
で
は
愛
媛
の
い
も
た
き
と

な
り
つ
つ
あ
る
「
元
祖
大
洲
の
い
も

た
き
」
を
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
「
ゅ
う
パ
ッ
ク
」

で
送
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

そ
の
収
益
金
の
一
部
を
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
大
洲
城
天
守
閣
復
元
に
使

い
た
い
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

お
城
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
る
た
め

に
、
城
の
専
門
書
を
買
い
求
め
、

「西
の
旅
」
の
方
を
聞
い
て
大
洲
域

。

の
ペ

l
ジ
を
急
い
で
め
く
っ
て
み
ま

し
た
。
「
大
洲
城
|
肱
川
に
迫
り
出

す
急
崖
の
上
に
あ
り
、
小
さ
い
な
が

ら
複
雑
、
巧
妙
な
縄
張
り
の
城
。
早

く
か
ら
河
港
と
し
て
栄
え
た
地
に
あ

り
、
築
城
の
歴
史
は
古
く
、
城
を
め

ぐ
る
攻
防
も
激
し
か
っ
た
。
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

小
さ
い
な
が
ら
も
、
日
本
に
も
数

少
な
い
四
層
四
階
建
て
の
大
洲
城
天

守
閣
の
復
元
を
、
市
制
施
行
五
十
周

年
を
目
指
し
て
、
市
民
み
ん
な
の
力

で
、
行
動
で
、
必
ず
実
現
さ
せ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
も
微
力
な
が
ら
女
性
た
ち
の
ま

ち
ぞ
つ
く
り
を
夢
み
て
、
汗
と
一
保
と
、

そ
し
て
喜
び
を
、
お
城
の
柱
一
本
に

で
も
封
じ
込
め
た
い
と
願
っ
て
こ
れ

か
ら
の
日
々
の
活
動
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

じ

ん

け

ん

き

ょ

う

い

く

と

く

れ

ん

ね

ん

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年

こ
う
れ
い

L
'

高
齢
者
と
人
権

こ
く
な
い
こ
う
ど
う
け
い
か
く
じ
ゅ
う
ょ
う
か
だ

い

な

か

国
内
行
動
計
画
の
重
要
津
津
の
中

の
高
齢
者
の
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

に
っ
ぽ
ん
じ
ん
へ
い
さ
ん
じ
ゅ
み
よ
う
じ
ょ
せ
い

日
体
人
功
平
均
寿
命
は
、
女
性
が

一
仏
け
惇
這
え
ま
し
た
。
晴
夫
」
に
、

高
齢
化
社
会
も
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

カ

ん

た

U
し
ょ

感
代
で
け
。
寸
れ
に
例
外
仔
hu
た
崎

広
国
や
県
・
柿
片
山
は
指
祉
関
係
の
施

策
虻
ん
ρ
ぃ
一
一
い
甥
力
を
続
け
て
い
J
けい

戦
後
の
荒
廃
し
一た
わ
が
国
を
今

E

ち

ょ

う

こ

う

と

せ

し

ち

ょ

、

つ

こ

く

げ

ん

の
よ
う
な
超
高
度
成
長
国
に
し
た
原

炉
守
つ
断
り
ょ
〆
、

動
力
と
な
っ
た
の
が
、
い
ま
高
齢
者

と
言
わ
れ
て
い
る
人
た
ち
で
す
。
そ

の
高
齢
者
の
人
権
が
確
保
さ
れ
、
守

ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
、
っ
か
。

あ

ん

し

ん

じ

り

っ

せ

い

高
齢
者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生

カ

つ

お

く

し

え

ん

活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
日
日
も

牝、
よ官
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
的
経
撒
と

能
力
を
生
》

L
、
高
齢
社
会
を
麦
之

t
u
;，.
6
、
，
d
i
v
念
、
i
v
A

カ
〈
L
d町

L
ペ
カ
U

1

ゐ
重
要
石
一

』口
寅
ど
し
一
て
各
種
の
社
会

て
き
カ
宅
主
主
つ

4
u
f
き
J
く

て

き

さ

ん

カ

的
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
り
ぬ

た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
げ
ト
ん学
校
教
育
で
対
摘
掛
川
社

拾
い
り
佐
展
を
ふ
ま
え
た
福
祉
教
育
に

力
詩
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次

点
〈」
帰
齢
者
に
す
す
ん
で
い
ろ

い
ろ
沈
静
沼
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
の
条
件
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り

も

す

〈

背
バ
ん
札
十
塙
齢
者
の
持
つ
優
れ
た

知
識
、
経
験
等
を
生
か
し
て
社
会
参

8 
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人
権
と
同
和
教
育

加
し
て
も
ら
う
た
め
の
条
件
も
整
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高

せ

だ

齢
者
と
弛
め
廿
一
代
之
の
お
た
が
い
の

句

カ

L

V

-

F

λ

ず
い
し
ヵ
，
A

A

B

カ

ゼ

理
町
内
在
漣
宝

mdFMPけ
持
た
め
、
世

代
間
交
流
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
必

要
も
あ
り
ま
す
。

け

い

ろ

三

つ

ひ

詰
氏
、

h

敬
望
的
泊
」
に
ち
な
ん

だ
行
事
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

つ

う

し

み

ん

が
そ
れ
を
通
じ
、
す
べ
て
の
市
民
が

ろ

う

じ

ん

ふ

く

し

カ

ん

し

ん

り

カ

い

老
礼
の
福
祉
・に
つ
い
て
関
心
と
理
解

ふ

カ

き

A

M

U

を
深
め
る
椴
弘
知
に
ぐ
し
か
十
い
も
の
で
け
バ

ム
情
婦
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
訪
日
付

拙
問
地
に
お
い
町
十
高
齢
者
が
精
神

的
、
身
体
、
、
経
済
的
、
社
会
的
な

め

ん

し

よ

う

が

い

吋

ん

え

き

め

さ

面
で
生
涯
現
役
を
目
指
し
、

・安
γ

心
、し

マ

ペ

て

i
I
J
I
A
1
L
V

げ
、
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
散
も

気
を
つ
け
て
く
れ
て
い
ま
す
が
周
り

の
人
み
ん
な
が
支
援
し
な
け
れ
ば
冷

初
ま
せ
ん
。
点
、ら
に
、
高
齢
者
が
長

年
に
わ
た
り
身
に
つ
け
た
知
識
、
経

験
等
を
生

か沙
し
わ
ん
い
め
十
五
F
J
Hで
い

ろ
い
ろ
な
形
付
現
役
比
札
て
働
く
こ

と
が
予
詰
沌
祉
会
寸
実
現
す
る
と
日

も
に
、
虐
待
冴
の
組
め
高
齢
者
に
対

L
A
カ
U

M

ヨ
ゼ
lv

日
う

L

す
る
人
権
侵
ロ
の
発
生
を
防
止
す
る

そ

ん

ち

ょ

う

し

し

き

は

カ

た
め
と
人
権
尊
重
の
意
識
を
図
る
た

け
iv
は
F
d

お

こ

な

き

が

る

そ

う

め
の
啓
発
を
行
川
、
気
軽
に
人
権
相

犬
A

え
U
唱
し

談
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

お

お

ず

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
大
洲

L

し

み

ん

市
づ
ス
り
の
た
め
に
、
市
民
の
す
べ

カ

そ

く

ず

h
u
じ

お

も

て
が
家
族
を
大
事
に
し
、
思
い
や
り

ち

し

き

の
あ
る
地
域
づ
く
り
に

2て
づ
診

は
げ
み
た
い
も
の
で
す
。
伝
翰
叫
吋
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フ月16日休)砂

上須戒の肱川支流の

出満川で「いずま川12

親じむ会」が行われ、

上須戒小学校の児童h'"

いfi'だ流レやニシマス

のつfi'み捕1-/き楽レみ

まレた。

へ山ー

‘フ月21日(月)

今年も水天宮花火大会が盛大12
行われまじだ。会場と怠つだ如法

寺河原16多〈の見物客で埋めつ<

され、大輸の花h'"夜空を焦げすた

び拍手や歓声h'"沸きょh'"っていま

フ月 6日(日)砂
若宮の肱川堤防で、水防工法訓

練ti"行われまじだ。消防署員、市
消防団幹部団員、建設省大洲工事

事務所職員ら約 240人ti"参加レ、
越水や漏水さ防ぐ基本工法につい
で訓練じまじた。

‘フ月14日(月)
第 1回大洲市水害!と強いまちづ

< 1-/懇談会ti"開催されまじた。
激甚災害対策特別緊急事業の進

捗状況ちどが報告され、大洲市を
水害!こ強いまちにす3だめの話し
合いti"行われ示レた。

フ月20日(日)砂
今年号 「郷土美化運動」としで

市内一斉清掃げ行われまレだ。朝
早 <h'~う、市内の各地域で草刈 1-/ 、
ごみの収集、下水溝の清掃怠どti"

行われ、だいへんされいlごちりま
しだ。

4フ月28日(月)

インヲーハイの空手道団体l之出
場す3大洲農業高校の女子空手道

4 部員6名門菅原監督とと'151之市長
Lき表敬訪問。 i悔いの残Lうちい試

f合をしできぎす」と力強〈抱負を
j 語つでいましだ。

フ月6日(日).... 

大川の鳥首前の肱川でア7又ーの

艇庫聞きと教室h'"行われきEレたo

11ヌーで地域の活性化さと地元有

志で組織す3清流肱川11ヌ一協会

h'"主催。約50名h'"参加レ、楽レい

ひとときを過ごじましだ。

‘フ月15日伏) ( 
今年老、市内一斉清 ¥ 

掃を前12大洲喜多建設

協会青年部31業者の32
名12より、市道2路線

の除草と?ペリ?のぜ

ん定h'"行われまじだ。

暑い中、 dl疲れさまで

レだ。
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楽
し
く
手
話
」
を

学
び
ま
せ
ん
か

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
障

害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
の
一
部
委
託

を
受
け
「
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
(
初

級
)
」
を
開
講
し
ま
す
。

【
期
間
】

平
成
九
年
九
月
六
日
(
土
)
か
ら
平

成
九
年
十

一
月
八
日
(
土
)
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
(
十
回
コ

l
ス
)

【
時
間
】

午
前
十
時
j
十
二
時

【
講
師
】

愛
媛
県
聴
覚
障
害
者
協
会

大
洲
支
部
ほ
か

※
な
お
現
在
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
受
講
の
申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
係
ま
で
。

干

7
9
5

大
洲
市
大
洲
6
9
0
の

1
8
@
3
5
0
9
 

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

七
月
二
十
四
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

村

正
光

金

一

封

中

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協

・
同
老

人
ク
ラ
ブ

・
市
社
協
へ
)

上

須

戒

成

岡

安

善

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
・
菅
田
公

民
館
活
動
費
へ
)
菅
田
町
中
野
常
夫

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
へ
)
上
須
戒
高
橋
芳
夫

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ

)

菅

田

町

今

井

一

全

金
一
封
(
田
口
老
人
ク
ラ
ブ
・
市
社

中
野

ふ
れ
あ
い
カ
ヌ
l
教
室

参

加

者

募

集

大
洲
市
カ
ヌ
l
協
会
で
は
、
障
害
の

あ
る
人
に
も
カ
ヌ
l
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
「
第
一
回
ふ
れ
あ
い
カ

ヌ
l
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
カ

ヌ
ー
に
乗
り
た
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
人
、
そ
れ
ぞ

れ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
カ
ヌ
ー
を
通
し
て
自
然

に
親
し
み
人
の
輸
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

交
流
会
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
九
年
九
月
十
三
日
出

【
場
所
】
肱
川
(
国
立
大
洲
青
年
の

家
艇
庫
前
)

【
募
集
人
員
】
五
十
名

【
参
加
費
}

一
人
に
つ
き
三
百
円

【
問
い
合
わ
せ

・
申
込
先
】

大
洲
市
カ
ヌ
l
協
会
合
@
4
9
3
1

ま
た
は
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

8
@

q
d
r
D
n
u
q
u
 

協

へ

)

田

口

稲

葉

満

生

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

桝

原

義

宣

金
一
封
(
平
地
下
鶴
寿
会
へ
)

平
野
町
中
野
サ
ワ
ヨ

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

城

戸

良

男

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

東
字
山

西

国

友

市

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
へ
)

上

須

戒

高

岡

貞

子

金
一
封
(
喜
多
地
区
社
協
・
若
宮
公

民
館
・
市
社
協
へ
)
若
宮
堀
口
一
郎

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協

・
市
社
協

へ

)

春

賀

矢

野

嘉

文

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
園
・

平成9年10月1日

⑤就業構造基本調査に
ご協力ください。

この調査は、我が国の就業 ・不就業の実態を明ら

かにし、雇用対策など社会 ・経済政策の基礎資料を

得ることを目的として実施するもので、選ばれた世

帯の15歳以上の方が対象となります。ご協力をお願いします。

[問い合わせ先]大洲市企画調整課 ft@2111 (内線379)

大

洲

学

園

へ

)

若

宮

吉

岡

友

陸

金
一
封
(
御
見
舞
返
し
を
肱
南
地
区

社
協
・
市
社
協
へ
)
柚
木
小
倉
周

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ

)

平
野
町
松
本
ヤ
ス
子

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
・
市
社
協

へ

)

新

谷

町

菊

池

利

雄

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ

)

新
谷
町
、
河
内
孝
雄

金
一
封
(
寄
付
金
を
久
米
地
区
社
協

へ

)

田

口

東

キ

リ

エ

金
一
封
(
大
な
ベ
チ
ャ
リ
テ
ィ

1
収

益
金
を
肱
南
地
区
社
協
へ
)
柚
木

柚
木
一
歩
会
会
長
酒
井
正
幸

感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

九
月
新
刊
案
内

選
定
図
書
総
目
録
必
日
本
図
書
館
協
会

気
が
晴
れ
る
心
理
学
加
藤
諦
三
著

ア
ダ
ル
ト

・
チ
ル
ド
レ
ン
と
癒
し

西
尾
和
美
著

禅

と

陽

明

学

上

安

岡

正

篤

著

四

国

へ

ん

ろ

風

景

伊

藤

太

一

著

世
界
の
歴
史
7

中
央
公
論
社

復
原
「
名
城
天
守
」
学
習
研
究
社

海
外
旅
行
と
健
康

W
H
O
編

旅
王
国
m
l
U

昭

文

社

名
古
屋
・
高
山
・
北
陸

・
金
沢
・
琵

琶
湖
・
南
紀
・
奈
良
・
京
都
・
大
阪
・

鳥
取
・
倉
敷
・
広
島
・
萩
・
四
国
・

九
州
・
福
岡
・
長
崎
・
別
府
・
沖
縄

日

本

警

察

久

保

博

司

著

歪
め
ら
れ
る
日
本
の
イ
メ
ー
ジ

近
藤
誠

一
著

わ

た

し

た

ち

と

裁

判

後

藤

紹

著

め
ざ
せ
、
世
界
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

小
沼
康
幸
著

発
達
を
見
る
目
を
豊
か
に
河
崎
道
夫
著

ふ
だ
ん
着
の
子
育
て
平
田
圭
子
著

あ

あ

し

て

こ

う

し

て

。

不

登

校

富

永

祐

一

著

薬
草
カ
ラ
l
図
鑑
1
1
4
伊
淳
一
男
著

精
神
医
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
山
下

格
著

豆
を
食
べ
る
健
康
法
重
野
哲
寛
著

楽

し

い

刺

し

子

士

口

浦

和

子

著

パ
ン
と
ワ
イ
ン
と
お
し
ゃ
べ
り
と

玉
村
豊
男
著

愛
媛
の
ふ
る
さ
と
楽
市
愛
媛
新
聞
社

遺
伝
子
組
み
換
え
(
食
物
編
)

天
笠
啓
祐
文

病

虫

害

の

防

ぎ

方

桜

井

廉

著

四
国
の
美
術
館
・
博
物
館
高
知
新
聞
社

仏
像
の
や
さ
し
い
見
方
岩
崎
和
子
著

ボ

ク

の

、

こ

だ

わ

り

矢

崎

滋

著

10 

異
体
字
研
究
資
料
集
成
二
期
一

1
八

杉
本
つ
と
む
編

漢
字
引
き
・
逆
引
き
大
辞
林

三
省
堂
編
修
所
編

お
母
さ
ん
の
学
校
行
事
・
会
合
の
ス
ピ
ー

チ

と

文

書

元

木

啓

雄

編

「
徒
然
草
」
の
歴
史
学
五
味
文
彦
著

瀬
音
皇
后
陛
下
御
歌
集
大
東
出
版
社

そ

は

何

者

東

郷

隆

著

神

童

山

本

茂

著

黒

田

官

兵

衛

高

橋

和

島

著

涙
は
ふ
く
な
、
凍
る
ま
で
大
沢
在
昌
著

西

行

花

明

り

土

岐

信

士

口

著

漆
の
実
の
み
の
る
国
上
・
下藤

沢
周
平
著

三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
無
人
島赤

川
次
郎
著

則

天

武

后

上

・

下

津

本

陽

著

こ
ん
な
女
と
暮
ら
し
て
み
た
い

3

高
橋
三
千
綱
著

強

運

な

女

に

な

る

林

真

理

子

著

全
真
相
坂
本
弁
護
士
一
家
投
致

・
殺
害

事

件

江

川

紹

子

著

激
石
全
集
幻
ノ
l
ト
夏
目
金
之
助
著

暴
露
記
事

C
・
ケ
ニ

1
著

サ
ッ
カ
ー
と
日
の
寓
話C

・
I
-
セ
ラ
著

パ
レ
ス
チ
ナ
日
記

J

・
ゴ
イ
テ
イ
ソ
l
ロ
著

図

書

館

九
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「
郷
土
関
係
古
文
書
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

日
時

9
月
白
日
同

(
9
:
m
i
l
-
-
却
)

場
所
大
洲
市
立
図
書
館
4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



9月号広報おおず '97

新
増
改
築
家
屋
・取
り
こ
わ

し
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築
お
よ
び
取

り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋

で
、
滅
失
の
登
記
を
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
調
査
漏
れ
に
な
り
、
取
り
こ
わ

さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
該
当
家
屋
の
あ
る
人
は
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
調
査
期
間
】

平
成
九
年
九
月
中
旬
か
ら

平
成
十
年

一
月
中
旬
ま
で

【
対
象
家
屋
】

平
成
九
年

一
月
二
日
以
降
に
新
増
築

し
た
家
屋
お
よ
び
取
り
こ
わ
さ
れ
た

家
屋

ま
た
同
時
に
、
平
成
九
年

一
月

一
日

ま
で
に
取
り
こ
わ
し
を
し
た
家
屋
に
つ

い
て
の
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
取
り

こ
わ
し
を
し
た
後
、
市
の
家
屋
調
査
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課
固
定
資

産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

合

@
2
1
1
1

(
内
線
1
2
6
・
1
2
7
)

障
害
者
自
立

へ
人
の
和

雇

用

の

輪

九
月
は

「障
害
者
一
雇
用
促
進
月
間
」

で
す
。
障
害
者
の
雇
用
の
安
定
と
促
進

を
図
る
た
め
に
は
、
障
害
者
自
身
の
職

業
的
自
立
へ
の
努
力
に
加
え
、
広
く
地

域
社
会
、
特
に
事
業
主
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
障
害
者
を

一
人

で
も
多
く
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。
障
害
者

の
人
を
安
定
所
の
紹
介
で
雇
用
さ
れ
た

場
合
は
、
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
安
定
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
l
ワ
l
ク
大
洲

(大
洲
公
共
職

業
安
定
所
)
包
@

3
1
9
1

【受
験
願
書
の
提
出
期
間
】

平
成
九
年
九
月

一
日
開
i
十
九
日

幽
ま
で
の
執
務
時
間
中

(八
時
三
十
分

j
十
七
時
ま
で
)
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、

同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有

効
。

V
受
験
資
格
や
試
験
科
目
な
ど
詳
細
に

係
る
問
い
合
わ
せ
並
び
に
受
験
願
書
の

請
求
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
八
幡
浜
地

方
局
総
務
調
整
課
ま
で
。

干
7
9
6

八
幡
浜
市
北
浜
1

3
1
3
7

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

【受
講
料
]

一
科
目
二
千
円

別
途
テ
キ
ス
ト
代
必
要

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
国
立

大
洲
青
年
の
家
ま
で
。

8
@
5
1
7
5

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

つ
つ
じ
ま
つ
り
モ
デ
ル
撮
影
会

入
賞
作
品
展

9
月
2
日
ω
i
9
月
日
日
開

V
大
洲
の
四
季
パ
ネ
ル
展

(山
荘
画
廊
共
同
企
画
)

9
月
日
日
凶
1
9
月
お
日
間

お
願
い
各
作
品
展
の
最
終
日
は
、

9

時
j

m
時
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
も
っ

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
休
館
日
毎
週
月
曜
日

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

包
@
1
2
8
1

行
政
書
士
試
験
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
で
は
、
平
成
九
年
度
の
行
政

書
士
試
験
を
次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

【試
験
の
日
時
】

平
成
九
年
十
月
二
十
六
日
制

十
三
時
j
十
六
時
四
十
五
分

【
試
験
の
場
所
】

松
山
市
文
京
町
四
番
地
二

松
山
大
学

国
立
大
洲
青
年
の
家

参
加
者
・受
講
者
を
募
集
中

V
知
っ
て
る
つ
も
り
?

ふ
る
さ
と
再
発
見
1

1

字
和
町
編
l

町
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

l
の
案
内
で

文
化
の
里
宇
和
町
を
見
学
学
習
し

ま
す
。

【
日
時
}
十
月
十

一
日

(土
)

【募
集
人
数
}
五
十
人

V
放
送
大
学
ビ
デ
オ
公
開
講
座
(
後
期
)

【
期
間
】
十

一
月
二
日
j
二
月
二
十

二
日
(
毎
日
曜
日
十
五
回
)

【
科
目
}
「
民
族
文
化
史
」

「歴
史
考
古
学
」

「地
球
と
宇
宙
H
地
球
編
川」

( 有 ) 三原設備

合 24-3783

淳 山 水 道工事庖

ft24-2583 

(有)いの水道設 備

ft24-2216 

伊 予屋住設

ft24-2541 

(有)内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水道工事庖

ft24-3656 

(有)オクダ 設備

ft24-3674 

大塚 鉄工所

霊堂25 -0 3 0 0 

(有)神田鉄工所

ft24-4112 

神南設 備

ft25-4684 

城戸 電業社

ft25-2944 

久 保鉄工所

ft26-0537 

(械土居鉄工所

合 24-4519

(有)アサノ設備

ft24-0783 

(有)南予水道住設

ft25-1350 

佐 藤水道庖

ft24-4410 

(有)星 加 水道設備

ft26-0020 

上甲建設側

ft24-5914 

徳森設備

合 25 -4 0 2 3 

滝田 商庖

ft25-0901 

9月6日出

9月7日(日)

9月13日出

9月14日(日)

9月15日(月)

9月20日出

9月21日(日)

9月23日ω

9月27日出

9月28日(日)

緑
の
募
金
実
績
報
告

平
成
九
年
の
緑
の
募
金
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
で

百
六
万
七
千
七
百
二
十
八
円
の
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
、
財
団
法
人
愛
媛
の
森
林
基
金
に

納
入
さ
れ
、
緑
化
推
進
活
動
の
た
め
に

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

大
洲
市
立
図
書
館

工
事
の
お
知
ら
せ

図
書
館
補
強
工
事
を
、
九
月
か
ら
約

一一
石
月
間
の
予
定
で
行
い
ま
す
。
工
程

に
よ

っ
て
入
館
で
き
な
い
期
間
が
あ
り

ま
す
の
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
細
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

工
程
が
決
ま
り
次
第
、
図
書
館
・
市
役

所
・
各
公
民
館
で
掲
示
す
る
な
ど
の
方

法
に
よ
り
行
い
ま
す
。

月末までの

大洲 市 内 の 交通事故

7月末現在 昨年同期

件数 178 132 

負傷者 240 164 

死者 2 2 

7 
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I
l
l
1」開

局
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

9
月
8
日

開

叩

時

i
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

9
月
幻
日
間
日
時
i
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

日
時

9
月
日
日

ω
叩
時
i
日
時

場
所
南
久
米
公
民
館

日
時

9
月
四
日
幽
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
}

o
一
般
相
談
毎
週
月

・
水

・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
宮
@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

叩

時

l
U
時
、
日
時
j

m
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室

(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

相
談
ご
と
案
内

広報おおず '97

L一一司【E 目』ーー

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時

9
月
幻
日
開

9
時
j

u
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
含
@
5
6
6
0
(
政
所
)

ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
陳
相
談
】

日
時

9
月
5
日
幽
、
担
日
同

叩
時
j

m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館

公
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
g
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

9
月
日
日
開

9
時
j

m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
含

@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

8
@
7
8
3
0
 

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
}

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
加
分
j

U
時

電
話
会
@
1
4
1
4

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

保健センターだより

ft24-3775 
0乳幼児健康診査。

9月 2日ω 平成 9年 4月生※

9月 9Bω 平成 9年4・5月生0
9月16日ω 平成 8年 2月生

9月25日(木) 平成 6年 8月生

※は肱南・久米 ・肱北・喜多・平

地区のみ

@は連絡所のみ

受付時間 13:00-13:30 
実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート・

パスタオル(※@のみ)

。育児サークル0
9月22日間乳幼児を持つ親子

肱南・久米・肱北・喜多・平

地区のみ

受付時間 9:30-10・00
実施場所大洲市保健センター

。育児相談。

9月 9日ω 平成 8年10・11月生

連絡所のみ

受付時間 9・30-10:00
実施場所大洲市保健センター

12 

|休|日|急|患|診療|
9月7日(日)村上医院(常盤町)

ft24-2346 

大洲中央病院(東大洲)

まま 24 -4 5 5 1 

9月14日(日) 久保医院(新谷)

まま 25-0158

大洲中央病院(東矧)

ft24-4551 

9月15日(月)肱川医院(菅田)

ft25-2915 

市立大洲病院(西大洲)

まま 24-2 151 

三瀬医院(八多喜)

ft26-0003 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

城戸眼医院(末広町)

合 24 -3 0 0 8 
市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

藤本外医院(中町)

ft24-2310 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

【
定
期
税
務
相
談
}

日
時

9
月
ロ
日
幽
叩
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

9
月
初
日
出
叩
時

i
m
時

場
所
市
民
会
館
応
接
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
@
2
1
1
1
(
内
線

3
2
8
)

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

9月21日(日)

9月23日ω

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西対f!l
ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東対川)

ft24-4551 

9月28日(日)

日

木~日曜日

実
施
日

9
月
4
日
同

市

立

大

洲

病

院

叩

時

j

u
時

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局

大
洲
工
事
事
務
所
日
時
加
分
j

日
時
叩
分

保

健

所

歯

科

相

談

V
こ
ど
も
の
歯
科
相
談

日

時

9
月
白
日
同

日
時
j

H
時
叩
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ

ル
、
エ
プ
ロ
ン

料

金

百

円

i
五
百
円

V
歯
の
な
ん
で
も
相
談

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
心
配
な
こ
と

な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

曜水

9
月
剖
日
附

日
時
j
日
時
受
付

対

象

一
般

料

金

無

料

V
ほ
や
ほ
や
マ
マ
の
歯
科
相
談

間
も
な
く
マ
マ
に
な
る
あ
な
た
に
、

誕
生
し
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度
チ
ェ

ッ
ク
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

日

時

対

象
持
参
品

日

時

9
月
刊
μ

日

同

日

時

i
日
時

妊
娠

・
一
般
女
性

歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
母
子

手
帳

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
合
@
3
1
6
5

。健康相談・栄養相談。

9月22日伺)

10:00-12:00、13:00-15:00
実施場所大洲市保健センター

持参品健康手 帳

。成人病健診及び肺がん・結核検診0
9月 3日凶・ 4日(木)平野連絡所

9月 5日幽 大洲市農村活性化センター

9月10日(水} 上須戒連絡所

9月11日(木). 12日幽菅田連絡所

9月18日(対基幹集落センター

9月19日幽 大川連絡所

9月26日幽三善連絡所

9月30日ω 平公民館
受付時間 9 :00-11:00 

13:00-14:00 

0胃及び大腸がん検診く〉

9月 5日幽 大洲市農村活性化センター

9月10日制上須戒連絡所

9月26日幽三善連絡所

9月30日ω 平公民館
受付時間 8 :00-10:00 
検診料胃がん 900円

大腸がん 400円
70歳以上の人は無料です

O婦人がん検診。

9月 5日幽 大洲市農村活性化センター

9月10日制上須戒連絡所

9月18日(木)基幹集落センタ -

9月19日幽大川連絡所

9月30日ω 平公民館
受付時間 13:00-13:30 
検診料乳がん 200円

子宮がん 700円
70歳以上の人は無料です

成人病健診・各種がん検診の申し
込み、お問い合わせは大洲市保健
センター・各連絡所まで。
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